
写真は折り込んだり 写真は折り込んだり

重ね貼りしないで下さい。
（審査対象外となります。）

・リフォームの動機／設計・施工の工夫点／施主の感想・満足度 ／住宅の価値を向上させた内容など リフォーム前 リフォーム後

データ

特に配慮した事項性能向上の特性

送
付
の
際
は
こ
の
線
で
折
っ

て
下
さ
い
。

←隣接するお稲
荷さん。信仰と意
匠を共存させる
ため、完全な洋
風デザインになら
ないよう、心がけ
ました

【ナイトモード】人感センサー照明によって夜も安全です（写真⑧）

既存写真①

既存写真② 写真④

←この高木が風を巻き込む
原因になっていました

冬季間、北西の雪風が吹き、
建物、高木の位置、周辺が畑などの状況から、

風が巻き込み、一定の位置に雪の吹き溜まりができる。
そのため駐車場に行くのに支障がある

駐車場

水路

畑

車庫

道路

建物
住居

高木

お稲荷

吹き溜まり

吹き溜まり

高木

高木

写真④

【夏】稼動壁開放によって、春～秋は
光と風が注ぎ抜けます（写真⑦）

道路より見えない位置の
プライベートガーデン↓

【夏モード】稼動壁開
放によって、春～秋
はオープンガーデン
まで光と風が降り注

ぎます

駐車場

車庫

高木

高木

高木

吹き溜まり

吹き溜まり

オープンガーデン

プライベート
ガーデン

プライベートガーデンで雪
を落とすことでオープン
ガーデンへの吹き溜まりの

建物
住居

お稲荷

稼動壁を閉鎖することで、吹き溜まりを冬場に使わない
プライベートガーデンに集中させ、駐車場までの動線を確保

写真⑤

写真⑥

写真⑤

水路
道路

① ②

③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧

道路

雪風

駐車場までの動線

【冬モード】稼動壁閉鎖によって、廊下内に雪が吹き溜まらないようになります 写真⑧
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第31回 住まいのリフォームコンクール

リフォーム前後の写真

タイトル

施工会社

設計会社

構　造

タイプタイトル

企画賞
講　評

構　造

タイプ 降雪の多い地方にとって冬場の雪の吹き溜まりは悩みの種である。夏場の風通しと冬の風
除機能の両立という施主の要望を、移動壁を設置することで夏の通風性、開放性、そして
冬場の風除機能も高めた。壁があるのに風が通る心地よい空間となり、壁一枚で空間やそ
の用途が変わり、施主の生活の質を高めている。また、あえて廊下部分を木造作で製作す
ることでコストも抑え、和風もアルミ規制品も嫌だという施主の要望もかなえている。在来木造

持家一戸建

（株）土屋ホームトピア（株）土屋ホームトピア

光と風と雪の回廊

設計会社 施工会社

所在地 福島県会津若松市 築後年数 35年 施工期間 20日間

該当工事面積　300.00㎡ ／ 総工事床面積　300.00㎡ 該当部分工事費　400万円 ／ 総工事費　550万円

居住者構成　15歳以上65歳未満：3人、　65歳以上：0人、　15歳未満：1人、　ペット：猫

【要望】

①冬場、北西からの風のため、雪の吹き溜まりになり駐車場に行くこと

ができない。②道路側からの目隠しの機能がほしい③夏場の風通しと冬

の風除性能の両立　④稲荷があるからと言って完全な和風にはしないで

欲しい。また、アルミ既製品も嫌。

【設計】

①コスト面、造形の自由度、風合い、破損時の材の交換などを考慮し、

廊下部分はあえて木造作で製作。稼動壁によって夏の通風性、開放性を

高め、冬は吹き溜まりの位置をコントロールする②防風壁をプライベー

トガーデンの目隠しとしても機能を持たせた。また、レクレーションの

空間、洗濯物干し場としての汎用性にも考慮。③人感照明、歩くと鳴く

砂利を使用し、防犯性、夜間の安全性にも配慮

【お客様感想】

敷地内を横断する「壁」があるのに、庭全体に風が吹き抜ける心地よい

空間になりました。プライベートガーデンは開放感があるのに道路側か

らの目線を気にしなくても良くなりました。壁一枚で庭の使い方が大き

く変わり、家族で BBQ をするのが楽しくなりました。雪溜まりも小さ

くなり、冬の雪片付けが楽です。

ﾘﾌｫｰﾑ部位： 居室 台所 浴室 洗面所便所 玄関 ﾏﾝｼｮﾝ共用部分ｴｸｽﾃﾘｱ階段廊下

地域特性、
立地条件にあった外溝計画

「雪溜まり、通風のコントロール」「冬季の動線計画」「前面道路からの視線のカッ
トと開放感の両立」「日本的信仰と西洋風ガーデニングのデザインのバランス」


